
 

 

 
2 月 22 日(木)、中央公民館にて、「学ぼう、語ろう、阿久比の可能性」

をテーマに、第 1 回まちづくりワークショップを開催しました。講師に、

株式会社対話計画代表・NPO 法人まちの縁側育くみ隊理事の藤森幹人氏

を迎え、長久手市や名古屋市長者町の先進的なまちづくり事例をご紹介

いただきました。第 2 回は「阿久比で自ら“しつらえる”まちづくり」

をテーマとして、3 月 8 日(木)に開催します。 

第 1 回「学ぼう、語ろう、阿久比の可能性」編  

名古屋市長者町のヨソ者と楽しむまちづくり 

日本一若い街、人口増加率全国トップであり、いま

絶好調の長久手市の“わずらわしい”まちづくりは、

全て行政が解決するものではありません。時間をかけ

ても良いので、住民交流の中で地域の課題を見つけ、

自ら解決していく行政のみに頼らないまちづくりで

す。居場所として、ゴジカラ村をつくり、一人ひとり

に役割のあるプロジェクトを進めています。 

長者町には、街を訪れる人への「おもてなしの心」を持ち、「ヨソ者」

を受け入れる土壌があります。何でも住民自らチャレンジする精神で、

手作りのウッドデッキやベンチをつくり、平成 26 年には歩道拡幅社会実

験を住民活動団体独自で行いました。平成 28 年のあいちトリエンナーレ

との連携を経て、さらにパワーアップしています。 

 

阿久比でやってみたいことを語り合う 

 

長久手市の“わずらわしい!?”まちづくり 

 

M.FUJIMORI 

アイスブレイクとして、「ま

ちづくりキャラ分けゲーム」

を楽しみました。 

 

ワークショップ後半は、グループワークで、「あなたが、阿久比で

やってみたいこと」をテーマに、和気あいあいとした雰囲気で語り合

いました。6 つのテーブルには、それぞれ流木が置かれ、話す人は必

ず流木を手にとって話すルールで、自分のやりたいことやメンバーの

意見で気になったことを模造紙に書いていきました。ワールドカフェ

方式により、たくさんの参加者と話し合いができました。 

夢の詰まった模造紙が 6 枚完成しましたので一部を紹介します。 

・豊かな自然を生かした体験型観光 

・サイクリング／ウォーキング 

・地域の人と交流できる民泊 

・みんなが遊べる里山計画 

・森の幼稚園 

・かかしコンテスト 

・今回のワークショップ自体が交流の場となっており、普段話さない

方と話すことが新鮮だった。 

・おもしろい話も出ているので、もっと話をしてみたい。 

・参加してみて、思ったより楽しく過ごせました。 

・阿久比を考えている人が多く可能性を感じました。行政主導でない

まちづくりを期待します。町外参加者より。 

・ワークショップの手法が初体験でおもしろかった。 

参加者アンケートより感想を抜粋 

 


